
人間科学部　ヘルスフードサイエンス学科　履修系統図 必須科目 選択科目 ヘルスフードサイエンス学科　令和３年度入学生～

前期 

コア
心身健康科学

（HASJ-CEF002）  1単位
DP1; CP1

ヒューマンⅠ

（HASJ-CEF003）1単位
DP1; CP1

ヒューマンⅡ

（HASJ-CEF004）1単位

DP学部・大学;

CP学部・大学

こころの科学

（HASJ-HFF003）2単位
DP1; CP1

化学基礎

（HASJ-HFF004）2単位
DP2; CP2

生物学基礎

（HASJ-HFF005）2単位
DP1; CP1

食品微生物学

（HASJ-HFF009）2単位
DP2; CP2

英語基礎

（HASJ-HFF011）2単位
DP3; CP3

コンピュータ入門

（HASJ-HFF013）2単位
DP4; CP4

AI・データ活用リテラシー

（HASJ-CEF006）1単位
DP4; CP4

基礎統計演習

（HASJ-HFF010）2単位
DP4; CP4

数学

（HASJ-HFF015）1単位
DP4; CP4

コミュニケーション演習

（HASJ-RHF001）1単位
DP3; CP3

有機化学

（HASJ-HFF007）2単位
DP2; CP2

論理学－論理的思考と表現法

（HASJ-HFF014）1単位
DP3,4; CP3,4

体育概論

（HASJ-HFF018）1単位
DP1; CP1

スポーツと健康

（HASJ-HFF019）1単位
DP1; CP1

生化学

（HASJ-HFF006）2単位
DP2; CP2

無機化学

（HASJ-HFF008）2単位
DP2; CP2

ストレスと食・健康

（HASJ-HFF016）1単位
DP1,2; CP1,2

食文化論

（HASJ-HFF012）2単位
DP1,2; CP1,2

細胞と遺伝子

（HASJ-RHF002）2単位
DP学部; CP学部

DP3; CP3 　

後期 前期 

１年次 ２年次

食品・栄養の基礎を学ぶとともに、食に関する興味・関心を高めるため様々なコンテスト等に積極的に応募します。
栄養士関連の科目も履修しつつ、実際の企業や店舗でのメニュー開発等を体験・経験します。

インターンシップも2年生から体験することができます。

食品や栄養に関する多彩な選択科目を学修します。

2回目のインターンシップ、各種資格取得等、希望する就職先を見据えて各自の興味関心に応じた学びを展開します。

各種コンテストでの応募・授賞実績、多彩な取得資格や企業・行政とのメニュー・商品開発実績等を

武器に就職活動を展開します。学びの集大成として、卒業研究に取り組むこともできます。

基

礎

分

野

基

礎

科

目

職業とキャリア形成

（HASJ-HFF017）1単位

後期 

人間総合科学大学　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

人間総合科学大学は、建学の精神・教育理念に基づき、科学的能力と実践的能力を統合し、

以下のような能力と資質を身につけ、所定の単位を修得した学生に対して、

卒業を認定し、学位を授与する。

１．全学共通のコア科目を通したリベラル アーツ教育

  ・現実社会を「よりよく生きる」ための、洞察力、共感力、創造力、表現力、自己教育力、

     生涯学ぼうとする意欲、豊かな人間性

  ・社会からの「自立」と他者との「共生」に必要な社会的責任感、異文化理解、情報処理力、

    自己実現力、他者への思いやり、コミュニケ―ション力などの資質

２．専攻する学部・学科の専門科目を通した医療・健康・食・栄養の専門職教育

  ・専門職としての、専門的な知識・技能を体系的に修得

  ・社会貢献に必要な、問題解決能力、チームワーク力、リーダーシップ能力、

      プレゼンテーション能力、AI・データサイエンス（リテラシーレベル）の基礎力

人間科学部　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

人間科学部では、人間の総合的な理解を基に、人々の健康に関する多様な職業について、

自立と共生の精神をもって自身のキャリアを形成できる能力を身につけたものに学位を与える。

各学科のディプロマ・ポリシーで具体的に示されている

①知識・技能、②汎用的技能、③態度・志向性、④総合的な学修経験と創造的思考力

を身につけたものに学位を授与する。

ヘルスフードサイエンス学科　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

ヘルスフードサイエンス学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下に掲げる能力を持った学生に学位を授与する。

１．人間と社会の諸側面について幅広い知識を持ち、「食」が身体の健康と心理・環境・社会的側面と

　　密接に関わることを理解していること

２．食と栄養に関する専門知識と技能に加えて、人々の健康を「食・栄養」と「フードビジネス」の

　　側面から支援する能力を身につけていること

３．食と栄養のゼネラリストとして、多様な職種、地域の人々との円滑な連携の中で力を発揮できる

　　専門知識とコミュニケーションスキルを身につけていること

４．AI/データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を社会や職場で活用できる能力を身につけていること

人間総合科学大学　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

人間総合科学大学は、次の方針に基づいて教育課程を編成する。

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を

　　現代社会に応用できる能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題解決を

　　図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、

　　自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力

　　（リテラシーレベル）を得る

人間科学部　カリキュラム・ポリシー（CP)（教育課程編成・実施の方針）

人間科学部では、次の方針に基づいて教育課程を編成する。

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を

　　現代社会に応用できる能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題

　　解決を図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、

　　自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力

　　（リテラシーレベル）を得る

ヘルスフードサイエンス学科　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

ヘルスフードサイエンス学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下の方針のもと、教育課程を編成する。

1.人間と社会の諸側面について幅広い知識を身につけるための基礎科目を設ける

2.食・栄養に関する専門的知識・技能を学修するための専門基礎、専門科目を設ける

3.食・栄養に関連する様々な職業、職種で発揮できるコミュニケーションスキルを身につけ、

　他者との協働によって学びを深め、学生の主体的な成長を促すための実習・演習科目を設ける

4.AI/データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を社会や職場で活用できる能力を

　身につけるための科目を設ける

３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期 



人間科学部　ヘルスフードサイエンス学科　履修系統図 必須科目 選択科目 ヘルスフードサイエンス学科　令和３年度入学生～

前期 後期 前期 

１年次 ２年次

食品・栄養の基礎を学ぶとともに、食に関する興味・関心を高めるため様々なコンテスト等に積極的に応募します。
栄養士関連の科目も履修しつつ、実際の企業や店舗でのメニュー開発等を体験・経験します。

インターンシップも2年生から体験することができます。

食品や栄養に関する多彩な選択科目を学修します。

2回目のインターンシップ、各種資格取得等、希望する就職先を見据えて各自の興味関心に応じた学びを展開します。

各種コンテストでの応募・授賞実績、多彩な取得資格や企業・行政とのメニュー・商品開発実績等を

武器に就職活動を展開します。学びの集大成として、卒業研究に取り組むこともできます。

後期 

人間総合科学大学　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

人間総合科学大学は、建学の精神・教育理念に基づき、科学的能力と実践的能力を統合し、

以下のような能力と資質を身につけ、所定の単位を修得した学生に対して、

卒業を認定し、学位を授与する。

１．全学共通のコア科目を通したリベラル アーツ教育

  ・現実社会を「よりよく生きる」ための、洞察力、共感力、創造力、表現力、自己教育力、

     生涯学ぼうとする意欲、豊かな人間性

  ・社会からの「自立」と他者との「共生」に必要な社会的責任感、異文化理解、情報処理力、

    自己実現力、他者への思いやり、コミュニケ―ション力などの資質

２．専攻する学部・学科の専門科目を通した医療・健康・食・栄養の専門職教育

  ・専門職としての、専門的な知識・技能を体系的に修得

  ・社会貢献に必要な、問題解決能力、チームワーク力、リーダーシップ能力、

      プレゼンテーション能力、AI・データサイエンス（リテラシーレベル）の基礎力

人間科学部　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

人間科学部では、人間の総合的な理解を基に、人々の健康に関する多様な職業について、

自立と共生の精神をもって自身のキャリアを形成できる能力を身につけたものに学位を与える。

各学科のディプロマ・ポリシーで具体的に示されている

①知識・技能、②汎用的技能、③態度・志向性、④総合的な学修経験と創造的思考力

を身につけたものに学位を授与する。

ヘルスフードサイエンス学科　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

ヘルスフードサイエンス学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下に掲げる能力を持った学生に学位を授与する。

１．人間と社会の諸側面について幅広い知識を持ち、「食」が身体の健康と心理・環境・社会的側面と

　　密接に関わることを理解していること

２．食と栄養に関する専門知識と技能に加えて、人々の健康を「食・栄養」と「フードビジネス」の

　　側面から支援する能力を身につけていること

３．食と栄養のゼネラリストとして、多様な職種、地域の人々との円滑な連携の中で力を発揮できる

　　専門知識とコミュニケーションスキルを身につけていること

４．AI/データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を社会や職場で活用できる能力を身につけていること

人間総合科学大学　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

人間総合科学大学は、次の方針に基づいて教育課程を編成する。

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を

　　現代社会に応用できる能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題解決を

　　図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、

　　自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力

　　（リテラシーレベル）を得る

人間科学部　カリキュラム・ポリシー（CP)（教育課程編成・実施の方針）

人間科学部では、次の方針に基づいて教育課程を編成する。

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を

　　現代社会に応用できる能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題

　　解決を図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、

　　自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力

　　（リテラシーレベル）を得る

ヘルスフードサイエンス学科　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

ヘルスフードサイエンス学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下の方針のもと、教育課程を編成する。

1.人間と社会の諸側面について幅広い知識を身につけるための基礎科目を設ける

2.食・栄養に関する専門的知識・技能を学修するための専門基礎、専門科目を設ける

3.食・栄養に関連する様々な職業、職種で発揮できるコミュニケーションスキルを身につけ、

　他者との協働によって学びを深め、学生の主体的な成長を促すための実習・演習科目を設ける

4.AI/データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を社会や職場で活用できる能力を

　身につけるための科目を設ける

３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期 

食べ物と

健康

食品学実験Ⅰ

（HASJ-RHF004）1単位
DP2; CP2

食品学総論

（HASJ-HFB001）2単位
DP2; CP2

食品管理論

（HASJ-HFB013）2単位
DP2; CP2

調理学

（HASJ-HFB006）2単位
DP2; CP2

食生活と健康

（HASJ-HFB012）2単位
DP1,2; CP1,2

給食計画論

（HASJ-HFB023）2単位
DP2; CP2

食品学各論

（HASJ-HFB002）2単位
DP2; CP2

食の科学

（HASJ-HFB004）2単位
DP1; CP1

栄養と代謝

（HASJ-HFB007）2単位
DP2; CP2

食品加工基礎

（HASJ-HFB009）2単位
DP2; CP2

食品加工基礎実習

（HASJ-HFB010）1単位
DP2; CP2

食品素材論

（HASJ-HFB005）2単位
DP2; CP2

食品衛生学

（HASJ-HFB014）2単位
DP2; CP2

食品衛生学実験

（HASJ-HFB015）1単位
DP2; CP2

臨床栄養学概論

（HASJ-HFB022）2単位
DP2; CP2

栄養代謝実験

（HASJ-HFB008） 1単位
DP2; CP2

食品学実験Ⅱ

（HASJ-HFB003）1単位
DP2,4; CP2,4

栄養学のマーケティング

（HASJ-HFB026）2単位
DP4; CP4

栄養学のデータサイエンス

（HASJ-HFB025）2単位
DP2,4; CP2,4

専

門

基

礎
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野
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人間科学部　ヘルスフードサイエンス学科　履修系統図 必須科目 選択科目 ヘルスフードサイエンス学科　令和３年度入学生～

前期 後期 前期 

１年次 ２年次

食品・栄養の基礎を学ぶとともに、食に関する興味・関心を高めるため様々なコンテスト等に積極的に応募します。
栄養士関連の科目も履修しつつ、実際の企業や店舗でのメニュー開発等を体験・経験します。

インターンシップも2年生から体験することができます。

食品や栄養に関する多彩な選択科目を学修します。

2回目のインターンシップ、各種資格取得等、希望する就職先を見据えて各自の興味関心に応じた学びを展開します。

各種コンテストでの応募・授賞実績、多彩な取得資格や企業・行政とのメニュー・商品開発実績等を

武器に就職活動を展開します。学びの集大成として、卒業研究に取り組むこともできます。

後期 

人間総合科学大学　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

人間総合科学大学は、建学の精神・教育理念に基づき、科学的能力と実践的能力を統合し、

以下のような能力と資質を身につけ、所定の単位を修得した学生に対して、

卒業を認定し、学位を授与する。

１．全学共通のコア科目を通したリベラル アーツ教育

  ・現実社会を「よりよく生きる」ための、洞察力、共感力、創造力、表現力、自己教育力、

     生涯学ぼうとする意欲、豊かな人間性

  ・社会からの「自立」と他者との「共生」に必要な社会的責任感、異文化理解、情報処理力、

    自己実現力、他者への思いやり、コミュニケ―ション力などの資質

２．専攻する学部・学科の専門科目を通した医療・健康・食・栄養の専門職教育

  ・専門職としての、専門的な知識・技能を体系的に修得

  ・社会貢献に必要な、問題解決能力、チームワーク力、リーダーシップ能力、

      プレゼンテーション能力、AI・データサイエンス（リテラシーレベル）の基礎力

人間科学部　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

人間科学部では、人間の総合的な理解を基に、人々の健康に関する多様な職業について、

自立と共生の精神をもって自身のキャリアを形成できる能力を身につけたものに学位を与える。

各学科のディプロマ・ポリシーで具体的に示されている

①知識・技能、②汎用的技能、③態度・志向性、④総合的な学修経験と創造的思考力

を身につけたものに学位を授与する。

ヘルスフードサイエンス学科　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

ヘルスフードサイエンス学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下に掲げる能力を持った学生に学位を授与する。

１．人間と社会の諸側面について幅広い知識を持ち、「食」が身体の健康と心理・環境・社会的側面と

　　密接に関わることを理解していること

２．食と栄養に関する専門知識と技能に加えて、人々の健康を「食・栄養」と「フードビジネス」の

　　側面から支援する能力を身につけていること

３．食と栄養のゼネラリストとして、多様な職種、地域の人々との円滑な連携の中で力を発揮できる

　　専門知識とコミュニケーションスキルを身につけていること

４．AI/データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を社会や職場で活用できる能力を身につけていること

人間総合科学大学　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

人間総合科学大学は、次の方針に基づいて教育課程を編成する。

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を

　　現代社会に応用できる能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題解決を

　　図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、

　　自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力

　　（リテラシーレベル）を得る

人間科学部　カリキュラム・ポリシー（CP)（教育課程編成・実施の方針）

人間科学部では、次の方針に基づいて教育課程を編成する。

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を

　　現代社会に応用できる能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題

　　解決を図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、

　　自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力

　　（リテラシーレベル）を得る

ヘルスフードサイエンス学科　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

ヘルスフードサイエンス学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下の方針のもと、教育課程を編成する。

1.人間と社会の諸側面について幅広い知識を身につけるための基礎科目を設ける

2.食・栄養に関する専門的知識・技能を学修するための専門基礎、専門科目を設ける

3.食・栄養に関連する様々な職業、職種で発揮できるコミュニケーションスキルを身につけ、

　他者との協働によって学びを深め、学生の主体的な成長を促すための実習・演習科目を設ける

4.AI/データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を社会や職場で活用できる能力を

　身につけるための科目を設ける

３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期 

身体の構造と機能

（HASJ-HFB017）2単位
DP1; CP1

解剖生理学実習

（HASJ-HFB019）1単位
DP2; CP2

食品発酵学

（HASJ-HFB020）2単位
DP2; CP2

生化学実験

（HASJ-HFB016）2単位
DP2; CP2

病気の成り立ち

（HASJ-HFB018）2単位
DP2; CP2

免疫学（アレルギー）

（HASJ-HFB021）2単位
DP2; CP2

感染症学

（HASJ-HFB024）2単位
DP2; CP2

栄養指導論Ⅰ

（HASJ-HFS011）2単位
DP2,3; CP2,3

栄養指導論Ⅱ

（HASJ-HFS013）2単位
DP2,3; CP2,3

栄養指導実習

（HASJ-HFS012）1単位
DP2,3; CP2,3

ライフステージ栄養学

（HASJ-HFS016）2単位
DP2; CP2

応用栄養学実習

（HASJ-HFS008）1単位
DP2; CP2

臨床栄養学実習

（HASJ-HFS054）1単位
DP2,3; CP2,3

公衆栄養学

（HASJ-HFS010）2単位
DP1,2; CP1,2

分析化学

（HASJ-HFS006）2単位
DP2; CP2

ヘルスフードサイエンス

（HASJ-HFS001）2単位
DP1,2; CP1,2

公衆衛生学Ⅰ

（HASJ-HFS003）2単位
DP1,2,4; CP1,2,4

公衆衛生学Ⅱ

（HASJ-HFS004）2単位
DP1,2; CP1,2

栄養分析学実験

（HASJ-HFS009）1単位
DP2,4; CP2,4

ブレインサイエンス

（HASJ-HFS002）2単位
DP学部; CP学部

応用微生物学実験（HASJ-

HFS007）1単位
DP2; CP2

ライフステージ栄養管理実習

（HASJ-HFS017）1単位
DP2; CP2

シンバイオティクス

（HASJ-HFS005）2単位
DP2; CP2

食品機能評価

（HASJ-HFS021）2単位
DP2; CP2

専

門

分
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基
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野

人間理解の

基礎

人体の構造

と機能

及び疾病の

成り立ち

／疾病と治

療



人間科学部　ヘルスフードサイエンス学科　履修系統図 必須科目 選択科目 ヘルスフードサイエンス学科　令和３年度入学生～

前期 後期 前期 

１年次 ２年次

食品・栄養の基礎を学ぶとともに、食に関する興味・関心を高めるため様々なコンテスト等に積極的に応募します。
栄養士関連の科目も履修しつつ、実際の企業や店舗でのメニュー開発等を体験・経験します。

インターンシップも2年生から体験することができます。

食品や栄養に関する多彩な選択科目を学修します。

2回目のインターンシップ、各種資格取得等、希望する就職先を見据えて各自の興味関心に応じた学びを展開します。

各種コンテストでの応募・授賞実績、多彩な取得資格や企業・行政とのメニュー・商品開発実績等を

武器に就職活動を展開します。学びの集大成として、卒業研究に取り組むこともできます。

後期 

人間総合科学大学　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

人間総合科学大学は、建学の精神・教育理念に基づき、科学的能力と実践的能力を統合し、

以下のような能力と資質を身につけ、所定の単位を修得した学生に対して、

卒業を認定し、学位を授与する。

１．全学共通のコア科目を通したリベラル アーツ教育

  ・現実社会を「よりよく生きる」ための、洞察力、共感力、創造力、表現力、自己教育力、

     生涯学ぼうとする意欲、豊かな人間性

  ・社会からの「自立」と他者との「共生」に必要な社会的責任感、異文化理解、情報処理力、

    自己実現力、他者への思いやり、コミュニケ―ション力などの資質

２．専攻する学部・学科の専門科目を通した医療・健康・食・栄養の専門職教育

  ・専門職としての、専門的な知識・技能を体系的に修得

  ・社会貢献に必要な、問題解決能力、チームワーク力、リーダーシップ能力、

      プレゼンテーション能力、AI・データサイエンス（リテラシーレベル）の基礎力

人間科学部　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

人間科学部では、人間の総合的な理解を基に、人々の健康に関する多様な職業について、

自立と共生の精神をもって自身のキャリアを形成できる能力を身につけたものに学位を与える。

各学科のディプロマ・ポリシーで具体的に示されている

①知識・技能、②汎用的技能、③態度・志向性、④総合的な学修経験と創造的思考力

を身につけたものに学位を授与する。

ヘルスフードサイエンス学科　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

ヘルスフードサイエンス学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下に掲げる能力を持った学生に学位を授与する。

１．人間と社会の諸側面について幅広い知識を持ち、「食」が身体の健康と心理・環境・社会的側面と

　　密接に関わることを理解していること

２．食と栄養に関する専門知識と技能に加えて、人々の健康を「食・栄養」と「フードビジネス」の

　　側面から支援する能力を身につけていること

３．食と栄養のゼネラリストとして、多様な職種、地域の人々との円滑な連携の中で力を発揮できる

　　専門知識とコミュニケーションスキルを身につけていること

４．AI/データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を社会や職場で活用できる能力を身につけていること

人間総合科学大学　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

人間総合科学大学は、次の方針に基づいて教育課程を編成する。

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を

　　現代社会に応用できる能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題解決を

　　図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、

　　自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力

　　（リテラシーレベル）を得る

人間科学部　カリキュラム・ポリシー（CP)（教育課程編成・実施の方針）

人間科学部では、次の方針に基づいて教育課程を編成する。

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を

　　現代社会に応用できる能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題

　　解決を図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、

　　自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力

　　（リテラシーレベル）を得る

ヘルスフードサイエンス学科　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

ヘルスフードサイエンス学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下の方針のもと、教育課程を編成する。

1.人間と社会の諸側面について幅広い知識を身につけるための基礎科目を設ける

2.食・栄養に関する専門的知識・技能を学修するための専門基礎、専門科目を設ける

3.食・栄養に関連する様々な職業、職種で発揮できるコミュニケーションスキルを身につけ、

　他者との協働によって学びを深め、学生の主体的な成長を促すための実習・演習科目を設ける

4.AI/データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を社会や職場で活用できる能力を

　身につけるための科目を設ける

３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期 

食品官能評価

（HASJ-HFS019）2単位
DP2; CP2

ヘルスサイエンスリサーチ

（HASJ-HFS018）2単位
DP2,3,4; CP2,3,4

栄養遺伝子学(ニュートリゲノミクス)

（HASJ-HFS020）2単位
DP2; CP2

調理学実習Ⅰ

（HASJ-HFS022） 1単位
DP2,3; CP2,3

調理学実習Ⅱ

（HASJ-HFS023）1単位
DP2,3; CP2,3

給食の運営管理論

（HASJ-HFS025）2単位
DP2; CP2

総合調理（給食の運営）実習

（HASJ-HFS024）2単位
DP2,3; CP2,3

食品工学総論

（HASJ-HFS027）2単位
DP2; CP2

食品加工応用

（HASJ-HFS029）2単位
DP2,3; CP2,3

食品加工貯蔵学

（HASJ-HFS028）2単位
DP2; CP2

食品生命科学

（HASJ-HFS033）2単位
DP2,3; CP2,3

機能性評価科学(臨床検査学)

（HASJ-HFS036）2単位
DP2,3; CP2,3

フードマネジメント論

（HASJ-HFS056）2単位
DP2,3; CP2,3

食品機能学

（HASJ0HFS031）2単位
DP2; CP2

食品分析学

（HASJ-HFS032）2単位
DP2; CP2

DP2,3; CP2,3

機能性食品学Ⅰ

（HASJ-HFS034）2単位
DP2,3; CP2,3

機能性食品学Ⅱ

（HASJ-HFS035）2単位
DP2,3; CP2,3

DP2,3; CP2,3 DP2,3; CP2,3
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給食経営管理実習（校外実習）

（HASJ-HFS026）2単位

分子調理学Ⅰ（2019年度入学者以降）

（HASJ-HFS030）1単位

分子調理学Ⅱ（2019年度入学者以降）

（HASJ-HFS057） 1単位



人間科学部　ヘルスフードサイエンス学科　履修系統図 必須科目 選択科目 ヘルスフードサイエンス学科　令和３年度入学生～

前期 後期 前期 

１年次 ２年次

食品・栄養の基礎を学ぶとともに、食に関する興味・関心を高めるため様々なコンテスト等に積極的に応募します。
栄養士関連の科目も履修しつつ、実際の企業や店舗でのメニュー開発等を体験・経験します。

インターンシップも2年生から体験することができます。

食品や栄養に関する多彩な選択科目を学修します。

2回目のインターンシップ、各種資格取得等、希望する就職先を見据えて各自の興味関心に応じた学びを展開します。

各種コンテストでの応募・授賞実績、多彩な取得資格や企業・行政とのメニュー・商品開発実績等を

武器に就職活動を展開します。学びの集大成として、卒業研究に取り組むこともできます。

後期 

人間総合科学大学　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

人間総合科学大学は、建学の精神・教育理念に基づき、科学的能力と実践的能力を統合し、

以下のような能力と資質を身につけ、所定の単位を修得した学生に対して、

卒業を認定し、学位を授与する。

１．全学共通のコア科目を通したリベラル アーツ教育

  ・現実社会を「よりよく生きる」ための、洞察力、共感力、創造力、表現力、自己教育力、

     生涯学ぼうとする意欲、豊かな人間性

  ・社会からの「自立」と他者との「共生」に必要な社会的責任感、異文化理解、情報処理力、

    自己実現力、他者への思いやり、コミュニケ―ション力などの資質

２．専攻する学部・学科の専門科目を通した医療・健康・食・栄養の専門職教育

  ・専門職としての、専門的な知識・技能を体系的に修得

  ・社会貢献に必要な、問題解決能力、チームワーク力、リーダーシップ能力、

      プレゼンテーション能力、AI・データサイエンス（リテラシーレベル）の基礎力

人間科学部　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

人間科学部では、人間の総合的な理解を基に、人々の健康に関する多様な職業について、

自立と共生の精神をもって自身のキャリアを形成できる能力を身につけたものに学位を与える。

各学科のディプロマ・ポリシーで具体的に示されている

①知識・技能、②汎用的技能、③態度・志向性、④総合的な学修経験と創造的思考力

を身につけたものに学位を授与する。

ヘルスフードサイエンス学科　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

ヘルスフードサイエンス学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下に掲げる能力を持った学生に学位を授与する。

１．人間と社会の諸側面について幅広い知識を持ち、「食」が身体の健康と心理・環境・社会的側面と

　　密接に関わることを理解していること

２．食と栄養に関する専門知識と技能に加えて、人々の健康を「食・栄養」と「フードビジネス」の

　　側面から支援する能力を身につけていること

３．食と栄養のゼネラリストとして、多様な職種、地域の人々との円滑な連携の中で力を発揮できる

　　専門知識とコミュニケーションスキルを身につけていること

４．AI/データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を社会や職場で活用できる能力を身につけていること

人間総合科学大学　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

人間総合科学大学は、次の方針に基づいて教育課程を編成する。

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を

　　現代社会に応用できる能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題解決を

　　図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、

　　自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力

　　（リテラシーレベル）を得る

人間科学部　カリキュラム・ポリシー（CP)（教育課程編成・実施の方針）

人間科学部では、次の方針に基づいて教育課程を編成する。

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を

　　現代社会に応用できる能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題

　　解決を図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、

　　自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力

　　（リテラシーレベル）を得る

ヘルスフードサイエンス学科　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

ヘルスフードサイエンス学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下の方針のもと、教育課程を編成する。

1.人間と社会の諸側面について幅広い知識を身につけるための基礎科目を設ける

2.食・栄養に関する専門的知識・技能を学修するための専門基礎、専門科目を設ける

3.食・栄養に関連する様々な職業、職種で発揮できるコミュニケーションスキルを身につけ、

　他者との協働によって学びを深め、学生の主体的な成長を促すための実習・演習科目を設ける

4.AI/データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を社会や職場で活用できる能力を

　身につけるための科目を設ける

３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期 

食品の経営学Ⅰ

（HASJ-HFS014）2単位
DP2,3; CP2,3

食品資源論

（HASJ-HFS040）2単位
DP2,3; CP2,3

DP2,3; CP2,3

DP2,3; CP2,3

フードシステム学

（HASJ-HFS037）2単位
DP2,3; CP2,3

フードスペシャリスト論

（HASJ-HFS042）2単位
DP2,3; CP2,3

フードコーディネート論

（HASJ-HFS043）2単位
DP2,3; CP2,3

DP2,3; CP2,3

DP2,3; CP2,3

フードセーフティー入門

（HASJ-HFS048）2単位
DP2; CP2

食品リスク管理論

（HASJ-HFS049）2単位
DP2,3; CP2,3

国際産学連携論

（HASJ-HFS050）2単位
DP2,3; CP2,3

トレーサビリティ論

（HASJ-HFS051）2単位
DP2,3; CP2,3

フードビジネス関連法規

（HASJ-HFS052）2単位
DP2,3; CP2,3

食品安全等国際制度論

（HASJ-HFS046）2単位
DP3,4; CP3,4

グローバルヘルスフード開発

（HASJ-HFS047）2単位
DP2,3; CP2,3

DP3; CP3

DP3; CP3

DP3; CP3

共

通

科

目

国際研修

（HASJ-CES001）1単位

ボランティア活動

（HASJ-CES002）1単位

専

門

分

野

グ

ロ

ー

バ

ル

フ

ー

ド

ビ

ジ

ネ

ス

分

野

健康科学英語（心身、食品、健康、衛生）

（HASJ-HFS044）2単位

食環境生産教育実習（2020年度受講生の2021年度前期継続）

（HASJ-RHF003）2単位

インターン

シップ、

卒業研究

指導

インターンシップ

（HASJ-HFS054）2単位

食品生産流通学実習（視察）

（HASJ-HFS041）1単位

国際英語（プレゼンテーション）

（HASJ-HFS045）2単位



人間科学部　ヘルスフードサイエンス学科　履修系統図 必須科目 選択科目 ヘルスフードサイエンス学科　令和３年度入学生～

前期 後期 前期 

１年次 ２年次

食品・栄養の基礎を学ぶとともに、食に関する興味・関心を高めるため様々なコンテスト等に積極的に応募します。
栄養士関連の科目も履修しつつ、実際の企業や店舗でのメニュー開発等を体験・経験します。

インターンシップも2年生から体験することができます。

食品や栄養に関する多彩な選択科目を学修します。

2回目のインターンシップ、各種資格取得等、希望する就職先を見据えて各自の興味関心に応じた学びを展開します。

各種コンテストでの応募・授賞実績、多彩な取得資格や企業・行政とのメニュー・商品開発実績等を

武器に就職活動を展開します。学びの集大成として、卒業研究に取り組むこともできます。

後期 

人間総合科学大学　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

人間総合科学大学は、建学の精神・教育理念に基づき、科学的能力と実践的能力を統合し、

以下のような能力と資質を身につけ、所定の単位を修得した学生に対して、

卒業を認定し、学位を授与する。

１．全学共通のコア科目を通したリベラル アーツ教育

  ・現実社会を「よりよく生きる」ための、洞察力、共感力、創造力、表現力、自己教育力、

     生涯学ぼうとする意欲、豊かな人間性

  ・社会からの「自立」と他者との「共生」に必要な社会的責任感、異文化理解、情報処理力、

    自己実現力、他者への思いやり、コミュニケ―ション力などの資質

２．専攻する学部・学科の専門科目を通した医療・健康・食・栄養の専門職教育

  ・専門職としての、専門的な知識・技能を体系的に修得

  ・社会貢献に必要な、問題解決能力、チームワーク力、リーダーシップ能力、

      プレゼンテーション能力、AI・データサイエンス（リテラシーレベル）の基礎力

人間科学部　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

人間科学部では、人間の総合的な理解を基に、人々の健康に関する多様な職業について、

自立と共生の精神をもって自身のキャリアを形成できる能力を身につけたものに学位を与える。

各学科のディプロマ・ポリシーで具体的に示されている

①知識・技能、②汎用的技能、③態度・志向性、④総合的な学修経験と創造的思考力

を身につけたものに学位を授与する。

ヘルスフードサイエンス学科　ディプロマ・ポリシー（DP）（学位授与の方針）

ヘルスフードサイエンス学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下に掲げる能力を持った学生に学位を授与する。

１．人間と社会の諸側面について幅広い知識を持ち、「食」が身体の健康と心理・環境・社会的側面と

　　密接に関わることを理解していること

２．食と栄養に関する専門知識と技能に加えて、人々の健康を「食・栄養」と「フードビジネス」の

　　側面から支援する能力を身につけていること

３．食と栄養のゼネラリストとして、多様な職種、地域の人々との円滑な連携の中で力を発揮できる

　　専門知識とコミュニケーションスキルを身につけていること

４．AI/データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を社会や職場で活用できる能力を身につけていること

人間総合科学大学　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

人間総合科学大学は、次の方針に基づいて教育課程を編成する。

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を

　　現代社会に応用できる能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題解決を

　　図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、

　　自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力

　　（リテラシーレベル）を得る

人間科学部　カリキュラム・ポリシー（CP)（教育課程編成・実施の方針）

人間科学部では、次の方針に基づいて教育課程を編成する。

１．専門的知識・技能と物事に対する幅広い視点や理解を得る

２．人間に係る科学を学際的に統合し、人間の総合的理解、心身の相関性の理解を

　　現代社会に応用できる能力を得る

３．様々な専門知識を統合し、自身や社会、職業上の問題関心と関連付けて問題

　　解決を図る能力を得る

４．多様な学修経験・方法を通じて、専門的職業人および社会の一員として、

　　自立と共生のこころを培う

５．現代社会、企業で活かすことのできる、AI・データサイエンスの基礎力

　　（リテラシーレベル）を得る

ヘルスフードサイエンス学科　カリキュラム・ポリシー（CP）（教育課程編成・実施の方針）

ヘルスフードサイエンス学科では、「人間の総合的理解」「心身相関の理解」を踏まえて

以下の方針のもと、教育課程を編成する。

1.人間と社会の諸側面について幅広い知識を身につけるための基礎科目を設ける

2.食・栄養に関する専門的知識・技能を学修するための専門基礎、専門科目を設ける

3.食・栄養に関連する様々な職業、職種で発揮できるコミュニケーションスキルを身につけ、

　他者との協働によって学びを深め、学生の主体的な成長を促すための実習・演習科目を設ける

4.AI/データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を社会や職場で活用できる能力を

　身につけるための科目を設ける

３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期 

卒業研究 Ⅰ

（HASJ-HFS055）2単位
DP1,2,3,4; CP1,2,3,4

卒業研究Ⅱ

（HASJ-HFS058）1単位
DP1,2,3,4; CP1,2,3,4

専

門

分

野

インターン

シップ、

卒業研究

指導


